
























































































































































































































































































































































































































































































































1学年 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 道徳 特活 選択 計
教育課程
議会答申









1－1案 175 140 105 105 70 70 105 70 35 35← 140 1050
1－2案 175 140 105 105 70 70 105 70 35 70 105 1050
2学年 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 道徳 特活 選択 計
教育課程
議会答申




















2－1案 140 140 140 105 35 35 105 70 35 35一 210 1050
2－2案 140 140 140 105 70 35一 105 70 35 35一 175 1050
2－3案 140 140 140 105 35 70一 105 70 35 35一 175 1050
2－4案 140 140 140 105 35 35一 105 70 35 70一 175 1050
2－5案 140 140 140 105 70 70一 105 70 35 35一 140 1050
2－6案 140 140 140 105 35 70一 105 70 35 70一 140 1050
2－7案 140 140 140 105 70 35 105 70 35 70一 140 1050
2－8案 140 140 140 105 70 70 105 70 35 70 105 1050
3学年 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































35時　間 35時　間 35時間 35蒔間
1　年 MF　木材加工 ，MF　家庭生活
2　年 MF　電　　　気 MF　食　　　物
M　　（　　　）
　（　　　）
3　年 MF　情　　　報
M　　（　　　）
　（　　　）
M　（　　　）
　（　　　）
M　（　　　〉
　（　　　）
M：男子生徒　　F：女子生徒
間数のことであり，多くても35時間を限度と考えられることから，内容の厳選は当然であ
るが，その指導に当たっては十分な準備と他の領域や教科の有機的な結合を図り効率よく
行われなければならない。コンピュータ利用に当たっては，既に論述しているので，重複
をさけるが，今後の十分な実践研究に基づく授業案が作成されなければならないことは言
うまでもない。
5．あとがき
本論文では，工業社会から情報社会へと変化する社会にづいて論述し，各種答申や報告
書を参考に情報社会における情報教育のあり方について考察した。また，情報教育を行う
上での問題について触れ，その解決に向けての指針を示した。さらに，中学校「技術・家
庭」科に新しく導入される「情報基礎」の概要について述べた。
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